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社 員 研 修 会
5月28日tD13:00より本社4Fにて、社員研修会が行われました。

まず、経理の村田係長から「会社とは」というテーマで、損益分岐点など会社を運

営していくにあたって必要な費用やお金の流れ、また普段何気なく使っていて、い

ざ説明しなさいと言わ4ると考えてしまう様な事などを教えて頂きました。

次に、商品管理の栗脇さんより 「倉庫と冷蔵庫」というテーマで、限られたスペ

ースの有効利用という問題に対し、森松にはどういう方法が合っているかとヽヽ|う、

今後に繋がる話をして下さいました。              | |■ ■■ |

最後に各サークルの代表者によるサークル対抗早押しクイズ大会を行い、優勝は

とうも―ろこし(営業一部)の坂本さ々 、準優

勝はさくらんぼ (産業)の谷口さんでした。

問題は森松に関する事や社会の一般常識で、

馬券を組んでいた為、皆で盛り上がり楽しい

時が過ぎました。

社員全員が勉強し参加した、森松らしい社

員研修会でした。

坂柳 夕里
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層
爆与
が
少
な
く
て
、ス
ミ
マ
セ
ン
」

売
上
一企
振
が
長
期
間
続
き
、
弱

っ
て
い
ま
す
。

不
景
気
の
せ
い
、
世
の
中
の
せ
い
に
し
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
や
は
り
自
分
の
努
力
不
足
が
最
大

の
原
因
で
す
０
新
製
品
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
、
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ

・
マ
ッ
ト
以
後
出
て
な
い
事
¨
又
、
在
庫
に

対
し
て
の
認
識
度
合

い
の
差
や
価
値
感

の
統

一
、

優
先
順
位
の
不
徹
底
な
ど
、
指
示
の
不
明
確
さ

、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
数
字
に
表
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
売
上
ダ
ウ
ン
は
良

い
点
も
あ
る
。
社
員
の

全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
足
元
を
見
つ
め
る
機
会
を
持

っ
た
事
。
自
分
が
ど
ん
な
役
割
を
会
社
内
で
し
て
い

る
の
か
、
確
認
す
る
気
に
な

っ
て
い
る
人
も
い
る
。

売
れ
な
い
時
代
に
製
品
を
売
る
営
業

マ
ン
は
、
素

晴
ら
し
い
。
又
、
注
文
が
少
な
い
事
に
受
注
出
来
る

物
作
り
を
し
て
き
た
製
造

マ
ン
は
、
ス
ゴ
イ
と
思
う
。

今
ま
で
の
成
績
が
、
本
当
の
自
分
の
実
力
で
あ

っ

た
の
か
。
も
し
く
は
、
単
に
世
の
中
の
環
境

の
せ
い

だ

っ
た
の
か
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
で
あ
る
。

不
況
は
、
色
々
気
付
か
さ
せ
て
く
れ
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
だ
。
し
つ
か
り
反
省
し
て
、
巻
き
返
し
た
い
。

決
算
ま
で
、
３
ケ
月
も
あ
る
の
だ
か
ら
…
１
１
。

事
務
所
内
も
禁
煙
に
な

っ
た
し
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ

輝
か
せ
て
い
る
若
手
も
増
え
て
き
た
。
そ
の
気
に
な

っ
て
い
る
人
、
や
る
気
で
燃
え
て
い
る
人
も
た
く
さ

れ
か
一
プ
”
〓
江
＝
林
蹴
，
一
一

・一

‐と、一
一
一分
を
見

森

信
之
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ジ
君
一の
一
方
通
行

社
長
が
６
月
号
で
禁
煙
宣
言
の
よ
う
な
原
稿
で
あ

つ
た
か
ら
、
私
も
社
内
禁
煙
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
迄
は
、
就
業
時
間
前

。
１０
時

・
昼
休
み

・
１５
時

そ
し
て
、
勤
務
終
了
時
間
以
降
は
良

い
と
い
う
、
実

に
で
た
ら
め
な
規
則
で
あ

っ
て
規
則
で
な
い
よ
う
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
じ
ゃ
意
味
が
な
い
し
、

第

一
、
喫
煙
時
間
に
な
り
ま
す
と
、
ま
る
で
煙
突
み

た
い
に
ポ
カ
ス
カ
や
ら
れ
る
か
ら
、
喫
煙
習
慣
の
な

い
善
良
な
人
々
が
エ
ラ
イ
迷
惑
で
し
た
。
し
か
も
、

文
句
が
言
え
な
い
の
は
喫
煙
者
の
肩
書
が
皆

〔長
〕

と
つ
く
人
ば
か
り
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
か
ん
で
す
わ
。
と

こ
ろ
が
強
制
す
る
な
と
社
長
命
令
で
す
か
ら
、
社
長

・
木
村
が
社
内
禁
煙
を
守
れ
ば
、
き

っ
と
管
理
職
の

人
達
も

〔良
心
〕
が
あ
る
ど
信
じ
ま
す
の
で
、
協
力

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
若
手
は
、

そ
れ
は
そ
れ
は
喜
ん
で
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
稲

葉
部
長
も
そ
れ
は
そ
れ
は
喜
ん
で
賛
成
し
て
く
れ
ま

し
た
。

〔良
心
的
〕
な
人
は
協
力
的
で
す
な
。

会
社
の
火
事
の
原
因
は
、
煙
草
が
も

っ
と
も
多
い

と
か
…
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
英
利

群源
雛
フ
イ
‐ンサ
ツト

「笑
顔
と
シ
ワ
」

素
敵
な
笑
顔
。
男
性
も
女
性
も
、
笑
顔
が
素
敵
な

人
が
良

い
と
思
う
。
身
近
に
も
女
性
な
の
だ
が
、
い

つ
、
何
処
で
会

っ
て
も
素
敵
な
笑
顔
で
、
私
に
話
か

け
て
ぐ
れ
る
方
が
い
る
。
良

い
気
分
に
な
る
。

笑
顔
に
必
要
な
の
は

、
私
に
欠
け
て
い
る
知
性

・

教
養

・
思
い
や
り

。
優
し
さ
、
そ
し
て
、
絶
対
に
怖

が
ら
な
い
安
心
感
。
私
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
悩
み
で

も
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
、
笑
顔
が
何
処
か

へ
飛
ん
で
行

っ
て
し
ま
う
。

先
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
あ
る
映
画
監
督

が

「
笑
顔
は
、
シ
ワ
の
使
い
方
が
上
手
な
人
だ
。」
と

言

っ
て
い
た
。
意
識
し
て
シ
ワ
を
使
う
事
は
で
き
な

い
が
、
心
か
ら
い
つ
も
幸
せ
を
感
じ
れ
ば
、
良

い
シ

ワ
が
で
き
、
素
敵
な
笑
顔
に
な
れ
る
と
思
う
。

光
　
田
　
昭
　
男

出
感
動
の
映
画
」

先
日
、
久
し
振
り
に
夫
婦
そ
ろ

っ
て
映
画
を
見
に

行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り
、

「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス

ト
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し
た
。
本
当
に
感
動
し
、

何
度
も
涙
が
出
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
や
、
主
人

公
シ
ン
ド
ラ
ー
の
勇
気
に
は
、
特
に
感
動
し
ま
し
た
。

平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
た
私
達
は
、
本
当
に
幸
せ
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
シ
ン
ド
ラ
ー
が

ユ
ダ
ヤ
人
の
人
々
に
、
こ
の
車
１
台
売

っ
て
い
れ
ば

も
う
１
人
で
も
助
け
ら
れ
た
と
悔
ん
だ
時
に
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
１
人
が

「
１
人
の
人
間
を
救
え
る
人
間
が
世

界
を
救
え
る
」
と
言

っ
た
シ
ー
ン
が
非
常
に
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。
今
も
、
北
朝
鮮
の
核
の
問
題
で
日
本

も
重
要
な
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

ま
す
。　
″歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
″
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
人
と
人
が
憎
し
み
合

っ
た
り
す
る
事
が
な
い
平

和
な
時
代
が
続
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
た
い
思
い
で

し
た
。

私
自
身
、
何
も
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

子
供
や
孫
に
伝
え
る
事
ぐ
ら
い
は
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

た
ま
に
は
御
夫
婦
、
御
家
族
で
映
画
を
見
る
の
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
よ
う
か
。
出
来
れ
ば
、
是

非
見
て
下
さ
い
。
千
五
百
円
な
ら
安
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ン
カ
チ
は
、
忘
れ
ず
に
…
。

吉

岡

孝

記
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6月 11日0、 加藤公江 さんが御結婚 されました。

去年の夏頃、私は、公江 さんの御結婚の事を知りました。聞いた時は、まだ公江 さんが若

いので正直な所、私自身驚きました。

でも、恋愛に年齢なんて関係ありませんよネ /

名字も森崎さんと変わり、これから新たな人生がスター トする訳ですが、お互い力を合

わせ、幸せな家庭を築いて下 さい。

御結婚、おめでとうございます。心からお祝い申し上げます。

、                      近 藤 珠 美

いつ七笑顔で“

お幸せにネ
`

↓ 「 .

メ釉

日
　
　
時

¨
６
月
１０
日
０

場

　

所

¨
平

地

球

場

対
戦
相
手

¨
大
興
工
業

（株
）
様

い
つ
の
頃
か
ら
か
知
ら
な
い
が
、
森
松
は
大
興
工

業
様
に
勝
て
な
い
ジ
ン
ク
ス
が
生
ま
れ
た
。

試
合
前
は
い
つ
も
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
み
。
森

松
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
は
、
半
分
も
来
て

い
な
い
…
…
。

い
ぎ
、
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
と
こ
ろ
が
ど

っ
こ
い
。

逆
点
の
逆
点
で
勝

っ
て
し
ま

っ
た
。
結
果
、
１３
対
８
。

さ
す
が
に
泣
く
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
ゲ
ー
ム
セ
ッ

ト
の
瞬
間
、
ヤ
ッ
タ
１
／
勝

っ
た
／
み
ん
な
の
心
が

ひ
と
つ
に
な

っ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
ー
戦
１
勝
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
球
場
で
会
い
ま
し
ょ
う
′

松
　
井
　
［旦
　
和

議
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餅
朝
７
月
の
社
内
行
事

２
日
ω
　
第

一
土
曜
日
休
み

４
日
０
　
誕
生
会
　
１２
時
　
４
Ｆ

〃
　
　
編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

５
日
ω
　
若
手
サ
ー
ク
ル
会
　
１８
時

″
　
　
坂
柳
夕
里
さ
ん
誕
生
日

８
日
③

・
″

　

一

９
日
０

■
日
０

‐２
日
ω

‐４
日
ω

‐５
日
０

〃一〃
　
・

‐６
日
ω

‐８
日
０

２‐
日
ω

２３
日
ω

″
●
〃″

新
規
開
拓
部
隊
会
議
１８
時

造
集
団
会
議
　
■
時

第
二
土
曜
日
休
み

森
松
ア
キ
レ
ス
会
　
１７
時

青
友
会

改
善
委
員
会
　
１８
時

新
規
開
拓
部
隊
会
議
１８
時

野
球
　
対
大
興
様
　
１８
時

栗
脇

　
一
さ
ん
誕
生
日

第
二
土
曜
日
体
み

西
脇
主
任
誕
生
日

生
産
会
議
　
１８
時

第
四
土
曜
日
休
み

経
営
会
議
　
１３
時
１０
分

営
業
会
議
　
１５
時
１０
分

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大

〈
バ
　
‐７
時
３０
分

２５
日
０
　
新
規
開
拓
部
隊
会
議
１８
時

２６
日
ω
　
谷
澤
　
一早
さ
ん
誕
生
日

２７
日
③
・
岡
田
洋
子
さ
ん
誕
生
日

２９
日
③
　
ビ
ア
・
パ
ー
テ
ィ
ト‐８

時

３０
日
ω
　
第
五
土
曜
日
休
み

↓剛胸洋二子コ詩一″一却眸一だ‐‐‐‐‐・一一ん‥‐‐一一一一

竹
田
沙
織
ざ
ん
の
３
名
に
決
定
し
ま
し
た
「

今
、
森
松
で
は
ず
毎
丹

「
誕
生
会
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
毎
月

一
回
ｒ
お
昼
十
二
時
か
ら

一

時
間
、
本
社
四
階
の

―
和

‥‐
室
ｔ

‐そ
の
現
誕
生
日
を

迎
え
る
人
が
集
ま
つ
て
，
ケ
■
キ
を
食
べ
た
り
一

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
■
、
毎
月
い
ろ
ん
な
話

題
で
盛
り
上
っ
て
，
■
サ
一
一
一
●
一
一　
・

そ
ん
な
楽
し
い
艇
■
会
が
で
〓
‘

‐のも
、
個

田
さ
ん
、
太
田
さ
ん
↓
竹
田
き
ん
の
お
蔭
な
の

で
す
。　
　
　
　
●

一
一
　
　
　
　
　
　
　
・

誕
生
会
で
使
用
す

―る
食
器
や
一
ツ
プ
ヽ
食
べ

物
等
、
勝
手
に
出
で
き
で
勝
‐手

に
片
付
く
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
田
さ
ん
、
太
田
さ
ん
、
竹

田
さ
ん
が
毎
月
、
毎
月
用
意
し
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
ケ
ー
キ
や
果
物
等
の
買
い
物
、
食
器

の
用
意
、
食
べ
物
の
盛
り
付
け
い
机
や
座
布
団

の
用
意
、
終
わ
っ
た
後
は
片
付
―ナ
‐と

す
ご
く
大

一

変
な
事
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
●
　
一

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
を
知

っ
た
の
は

自
分
の
誕
生
会
の
時
で
し
た
ｆ
そ
れ
ま
で
は
、

今
ま
で
誰
が
用
意
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
１
と
考
．

え
も
し
な
か
っ
た
の
で
一す
。
本
当
に
こ
ん
な
自

分
が
恥
ず
か
し
い
Ｉ
。

岡
田
さ
ん
い
太
田
さ
ん
、
竹
田
さ
ん
、
い
つ

も
い
つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
「
感
謝
の
気
持

ち
で
い
つ
ぱ
い
で
す
「　
　
　
　
一．　
　
　
　
・

推
薦
者
　
近
藤
■
珠
美
一

第2口 「元気が

出る森松展″」
開催予定 日 :9月 8日 lbl～9日 0

今年 もまた
|「元気な森松」に

乞 う ご期待〃
報:廷i:器:λ:選喜た

国

□

□

団

ｉ
私
は
学
生
時
代
、
キ
ヤ
ン
プ

一ガ
ゥ
ン
セ
ラ
ー
の
グ
ラ
．プ
に
入

解

紳

‰

岬
瘍

弯

崚

張
り

・
薪
割
り

。
フ
ァ
ィ
ヤ
ー

用
プ

レ
ス
組
み
な
ど
）

や
、
子

供
達
に
良

い
思

い
出
を
作

っ
て

も
ら
お
う
と
、
キ

ャ
ン
プ

の
や

り
方
を
仲
間
と

一
生
懸
命
話
し

合

っ
た
事
が
、
何
よ
り
も
心
に

残

っ
て
い
ま
す
。

学
校
を
卒
業
と
同
時
に
、
こ

の
ク
ラ
ブ

の
Ｏ
Ｇ
と
な
り
、
今

で
は
な
か
な
か
顔
を
出
す

こ
と

が
で
き
な

い
の
で
す
が
、
後
輩

達
が
頑
張

っ
て
や

っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
夏
休

み
に
な

っ
た
ら

ぜ
ひ
ぜ
ひ
遊
び
に
行
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。竹

田
　
沙
織

森松株式会社

高 橋 武 夫

月 1日

9号

年

‐０
瑯
第

平


